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①飯石地区の現状 －人口・拠点施設

人口：722人
高齢化率：45.01%（令和元年度）

拠点施設：飯石交流センター
商店：あり
学校：なし
郵便局等の公共施設：あり
雲南市中心部への距離：

約10分（車移動）

－担い手組織

雲見の里いいし

・平成３０年度、役員・事務局体制を一新
・地区計画の更新時期を迎えている
・３つの専門部会を中心に活動を推進
・平和教育家として知られる永井隆博士の
生家があり、旧飯石小校舎を博士の顕彰施設兼、
住民の交流施設にすることを検討している

②飯石地区の課題

一昨年に実施した住民アンケート結果等をもとに、平成28年に閉校した旧飯石小学校校舎の利活用の検討とセッ
トで、新しい5ヵ年の地区計画を作成することが、令和元年度の課題だった。

③支援状況 ④成果見込み

5ヵ年の地区計画の骨子が完成
・「若者の働く場づくり」「定住者受入れ」「利便性
向上」「鳥獣害対策」「自主防災」等に整理された
5ヵ年の地区計画の骨子が完成

旧飯石小校舎活用の骨子が完成：
・永井隆博士の顕彰施設兼、住民が気軽に寄れる交流
施設を目指した旧飯石小校舎活用の骨子が完成

⑤残る課題

（１）地区計画書の配布、住民への説明会等による
地区住民への周知

・地区計画策定委員会による「住民報告会」の
形で、住民への地区計画の説明会を開催する
予定だったが、コロナウイルス問題により
次年度に延期となったため、令和2年6月を
目途に、改めて開催される予定

（２）地区計画と旧飯石小活用の着実な実践
・今年度に検討された計画内容を、今後、着実に
実践していくことが求められる

総括

地区計画の策定に関する支援
（地区計画策定委員会への支援）

・毎回の月例会合に出席して助言。会議運営方法
などに関するアイデア出しや助言等も行った

旧飯石小校舎活用策検討への支援
・前年の「いいし小みんなで考える会」による報告
書を受け発足した「小学校活用推進チーム」の会
議に出席して助言

それ以外の支援
・地区と行政との仲立ち、視察先の助言・案内、
地域イベントのプレスリリース作成支援など

地区住民への周知については、旧飯石小校舎1階全部
を活用した、「防災」等のテーマ別の住民体験企画も盛
り込んだ「住民報告会」の企画が、すでにまとめられて
いるので、次年度には、この実践を通じて、地区計画の
住民への周知だけでなく、地域づくりについて住民に考
えてもらう機会も提供される予定である。
その後は、地区計画に盛り込まれた内容と、旧飯石小

活用プランを効果的にリンクさせ、1年ごとの推進の
ロードマップを作成して、PDCAをまわしながら、着実
に実践していくことが求められる。

乗り越えるには？

◆この1年で地区計画づくりが滞りなく進み、閉校（平成28年3月）以来の懸案事項であった旧飯石小学校
校舎活用策の方向性も、しっかりと定まったことはよかった。
◆今回の地区計画づくりを通じて、地域関係者のモチベーションがさらに高まり、関係者相互の意思疎通が
進んだことも、大きな成果であったと考える。


